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●本マニュアルには、エテルナ・リファーナを安全に正しくお使いいただくための重要
な情報を記載しています。
●エテルナ・リファーナ工事にあたり、本マニュアルを必ずお読みの上、設計・施工を
行って頂きますようお願い致します。

●施工や納まりの方法は本マニュアル記載のものです。本マニュアルでは、製品品質
や施工品質を確保するための方法として、代表的な温暖地の例を記載しています。
●本マニュアルは一般の温暖地を想定して作成しています。
●本マニュアルは施工や納まりの手順をマニュアル化したものです。エテルナ・リ
ファーナの機能及び性能が確保できるように施工方法を決定してください。
●工事店様とで協議し、別途定めた設計・施工仕様（施工マニュアルなど）につきまして
は、本マニュアルに定める限りではありません。
●なお、本マニュアル内で示す数値は、設計値（標準設定値）であり、現場での実施工
においては、納まり状況等により前後することがあります。
●本マニュアルの施工手順は、基本エテルナを採用しています。リファーナに関しても
手順は同じですのでご参照ください。

エテルナ・リファーナ
設計･施工マニュアルのご使用にあたって
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取り扱い時のお願い

施工前に、この説明書を必ずお読みの上、正しく施工してください。
現場作業においては、労働安全衛生法をはじめとする関係法令・規則及び施工マニュアルに則り、
作業を行ってください。なお、この製品は専門施工が必要です。

安全上の注意

アスベスト対応
2020年（令和2年）7月1日から石綿障害予防規則等が改正されました。

1. 改正ポイント
レベル3（スレート、Pタイル等その他石綿含有建材）の場合
●事前調査結果等の届出（一定規模以上の工事が対象）
●事前調査方法の明確化、資格者による調査、調査結果の3年保存及び現場への備え付け
●作業状況等の写真等による記録・3年間の保存
●掲示、湿潤な状態の確保、マスク等着用、作業主任者の選任、作業者に対する特別教育、健康診断など

保護具
●隔離空間外部用の取替式防塵マスク（RS3またはRL3）
切断等を伴わない囲い込み、成形板の除去作業の場合、
取替式防塵マスク（RS2またはRL2）も可。

●アスベスト含有屋根材を撤去する場合は、飛散対策及び
保護具を着用し廃棄物は二重梱包してください

2. アスベスト使用材の有無確認
2023年（令和5年）10月1日から有資格者による事前調査の義務化
●建物等の解体・改修工事における石綿含有の有無については、建築物石綿含有建材調査者講習を修了し
た方による事前調査が義務化されました。

3. アスベスト使用材の対策・報告
解体・改修工事を発注する場合、発注者として、施工業者に対し、以下の配慮を行うことが義務となります。
（令和3年4月施行）
工事を発注する建築物等の事前調査が適切に行われるよう、石綿の有無についての情報がある場合は、そ
の情報を施工業者に提供するなどの配慮をすること。

4. 罰則
●違法なアスベストの除去作業をした際は、3ヶ月以下の懲役または30万円以下の罰金（直接罰）が科
せられます。

●勧告・命令等のと続きを経ることなく、3ヶ月以下の懲役、または30万円以下の罰金を課すことが規定
されました。

●対象は、元請業者のみならず、下請け業者にも及ぶことになります。

防塵マスク



3

警告！ この表示の欄は死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容
です

1. 屋根工事は高所作業です。
高所作業は関係法規に従ってください。事故の可能性があります。

2. 強風・雨天・降雪時の高所作業は中止してください。
風にあおられる・雨や雪で滑るなどの原因で、落下事故の可能性があります。

3. 屋根材を荷揚げ・一時仮置きの時は滑り落ちないように固定するなど、滑落防止措置をしてください。

作業開始前にチェック

確認事項
●ランヤードフックが掛けられるか
●胸副ベルトを確実に連結したか
●各ベルトのゆるみ、締めすぎはないか
●各ベルトはねじれていないか
●間違った装着になっていないか
●ランヤードを正しく装着しているか

フルハーネス着用
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警告！ この表示の欄は死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容
です

1. 屋根工事は高所作業です。
高所作業は関係法規に従ってください。事故の可能性があります。

2. 強風・雨天・降雪時の高所作業は中止してください。
風にあおられる・雨や雪で滑るなどの原因で、落下事故の可能性があります。

3. 屋根材を荷揚げ・一時仮置きの時は滑り落ちないように固定するなど、滑落防止措置をしてください。

4. アスベストLV3既存の屋根用スレートの解体、破砕などを行う場合は、石綿障害予防規則に従って作業
を行ってください。著しい健康障害を招く可能性があります。

5. 屋根面には端材や工具などの物を置かないでください。キズの発生や滑り落ち、怪我などのおそれがあり
ます。
屋根材や付属部材などの上に絶対に乗らないでください。滑り落ちるおそれがあります。

注意！ この表示の欄は傷害を負う可能性または物的損害が発生する
可能性が想定される内容です

1. 施工前に屋根材を置くときは、堅固で平らな場所に水平に置いてください。
崩れ落ちると危険です。

2. 取り扱いには手袋など、適切な保護具を着用してください。

3. 電動工具など、工具を使用の際は、各工具の取り扱い説明書に従って正しくご使用ください。

4. 整理・整頓など、公衆災害の防止に心掛けてください。

5. 作業前に健康状態の確認、及び作業規律の徹底を行ってください。
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警告！ この表示の欄は死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容
です

1. 荷揚げにクレーンを使用する場合は、クレーン作業半径内に立ち入らないでください。
　 強風・雨天・降雨・雷鳴時の荷揚げは絶対禁止です。
2. 適正な吊り具を使用し、当て板などを用いてロープ掛けによる損傷を防いでください。
3. 製品の表面は滑りやすいので、製品の上に乗ったり歩行したりしないでください。
　 転落する危険があります。
4. 屋根上に荷揚げした製品は、長時間放置せずに、速やかに施工してください。
　 風雨により荷崩れする恐れがあります。
5. 1ケースあるいは開梱した商品を手で持つ際には、小端立てにして運んでください。
6. 車両による運搬時には、荷台に突起物や濡れ、汚れがないことを確認した上で、平積みにしてください。
7. ロープの締め付けが強すぎると商品の破損につながるおそれがあります。過度の締め付けは避けてください。
6. 屋外に保管する際は、パレットあるいは、りん木の上に合板を重ねた水平面に置き、さらに防水シートなどで
　 覆い、また防水シートが風などで飛ばないようにしてください。
9. 梱包のPPバンドは持たないでください。

この表示の欄は傷害を負う可能性または物的損害が発生する
可能性が想定される内容です！

1. 手で扱う場合は必ず軍手・皮手袋を使用してください。
　 製品のエッジ部は鋭利になっています。切傷の危険があります。
2. 輸送中は荷崩れを起こさないよう、布バンドなどで荷締めしてください。
　 その時は必ず当て木をしてください。
3. 輸送・保管中は必ず製品に防水シートを掛けてください。
　 風雨により製品本来の性能が劣化する危険があります。
4. 使用するまでは、屋内の平らな場所に枕木やパレットを敷いてその上に保管してください。
　 日光や風雨により製品が変質する恐れがあります。
5. 製品表面に傷をつけるような靴の使用はやめてください。
6. 屋根に上がる時は、靴底の泥を落としてから上がってください。
7. 商品が破損するおそれがありますので、商品に乗ったり、重量物を載せたりしないでください。
8. 横ジョイント部、差し棟キャップ、換気棟は変形のおそれがありますので、上に乗ったり、重量物を置い
　 たりしないでください。
9. 銅などの異種金属からの雨水が接触すると、電食が起こる場合があります。異種金属との取り合いには
　 注意してください。
10. 必ず純正部材を使用してください。それ以外の部材では十分な性能を得られないことがあります。

移動・荷揚げ時の注意

残材は【廃棄物の処理及び清掃に関する法律】に基づき、処理してください。

残材処理

注意
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1. 特長

耐久性・耐候性
原板にガルバリウム鋼板の3倍超の耐食性を持つエスジーエルⓇ（2％マグネシウム添加アルミ・亜
鉛合金めっき）を採用、抜群の耐久性を誇ります。
［穴あき25年保証－海岸500m以遠－］

格調高い意匠
立体感のある横葺きにV型ウェーブの凹凸が屋根面に表情を持たせた意匠になっています。
併せてエテルナは等間隔のWアヤメ折りの採用で、さらに意匠をグレードアップ。

断熱材＋遮音性
裏当て材に耐熱発泡ポリスチレン（自己消火性）を採用。断熱性の向上だけでなく、雨音などの
衝撃を吸収することで遮音性の向上を図っています。

防水性
本体同士の横ジョイントはオス・メスのハゼ嵌合（特許工法）方式を採用し、雨仕舞に大変優れて
います。

環境に優しいエコ商品
裏当て材と本体は溶剤を使用しない特殊接着方法を採用しました。
鉄（本体）と裏当て材（耐熱発泡ポリスチレン）の分別廃棄が可能です。
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2. 製品仕様

2-1 標準寸法

耐熱発泡ポリスチレン（自己消火性）

総幅 325

アルミ蒸着クラフト紙

13
15

15
働き幅 25669

耐熱発泡ポリスチレン（自己消火性）

総幅 325

1320

働き幅 25669

耐熱発泡ポリスチレン（自己消火性）

総幅 325

アルミ蒸着クラフト紙

13
15

15
働き幅 25669

耐熱発泡ポリスチレン（自己消火性）

総幅 325

1320

働き幅 25669

全長 2474

働き長さ 2424 50

20

32
5

働
き
幅
 2
56

69

601 606 606 611

全長 2474

働き長さ 2424 50

20

32
5

働
き
幅
 2
56

69

エテルナ

リファーナ

20

50

20 20

1.5

表面材V型ウェーブ形状 Wアヤメ折り部 嵌合部

15 35

20

20

50

20 20

1.5

表面材V型ウェーブ形状 嵌合部

15 35

20

全長 2474

働き長さ 2424 50

20

32
5

働
き
幅
 2
56

69

601 606 606 611

全長 2474

働き長さ 2424 50

20

32
5

働
き
幅
 2
56

69

エテルナ

20

50

20 20

1.5

表面材V型ウェーブ形状 Wアヤメ折り部 嵌合部

15 35

20

20

50

20 20

1.5

表面材V型ウェーブ形状 嵌合部

15 35

20

エテルナ

リファーナ

本体断面（単位：mm）

本体断面（単位：mm）
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項　　　目 エテルナ リファーナ

表 面 材

原 板 エスジーエルⓇ（2%マグネシウム添加ガルバリウム鋼板）
JIS G 3322 不燃NM-8697

色

○SGLフッソ（t=0.35mm）
F・ブラック／ F・グリーン／ F・ブラウン

○SGLカラー（タフ）（t=0.35mm）

P・ブラック／P・グリーン／P・ブラウン

○SGLフッソ（t=0.4mm）

F・ブラック／ F・グリーン／ F・ブラウン

裏 当 て 材
バックアップ材 耐熱発泡ポリスチレン（自己消火性）

裏 面 材 アルミ蒸着クラフト紙 ̶

標 準 サ イ ズ
働 き 幅 256mm

働 き 長 さ 2424mm

m 2 当 た り の 必 要 枚 数 1.6枚

m 2 当 た り の 質 量 5.16kg/m2 4.96kg/m2（SGLカラー（タフ））
5.58kg/m2（SGLフッソ）

1 枚 当 た り の 質 量 3.2kg 3.06kg（SGLカラー（タフ））
3.46kg（SGLフッソ）

配勾 2.5/10以上

梱 包 入 数 8枚（入数面積4.96m2）

P・ブラック P・グリーン P・ブラウン F・ブラック F・グリーン F・ブラウン

近似
マンセル値 5.0PB2.3/0.4 2.4G2.9/1.1 6.7YR2.7/0.6 5.8PB2.33/0.07 9.3GY3.23/1.30 3.4YR2.30/0.90

※エスジーエルⓇは日鉄鋼板株式会社の登録商標です。
※保証には別途当社の定める保証規定があり、申請手続きが必要になります。

2-2 本体仕様
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軒先水切　N1S 軒先水切A（改修用）　N1A 軒先水切A当て板　AN1A 軒先水切B（改修用）　N1B 軒先水切B当て板　BN1B

L=1827mm L=1827mm L=1827mm

軒先水切SB（セットバック）N1C 軒先水切SB当て板　SBN1C 軒先水切SB28　N1D 捨谷60　526 けらば水切Ｂ　ＫＭＢ

L=1827mm L=1827mm
板厚：0.35mm
L=1829mm L=1827mm

けらばカバー125　KTB けらばキャップ125(左右兼用）KCB 改修用けらばカバー130 段付けらば（左右あり）DKT（L・R） 段付けらば唐草　DKN  

雨押えB（改修用）　AOB
L=1827mm サイズ：69H×64W×15

L=1827mm

水切カバー　NMK 雨押え（新築用）　AO 棟包みC（隅棟兼用）  MAC 下り棟捨板　313

L=1827mm L=1827mm L=1827mm
板厚：0.35mm
L=1829mm 

棟巴　MT 差棟カバー(A）　SKA 差棟カバー(B）　SKB 本谷　HT

谷キャップ　TC
2.5寸～ 3.5寸用 4寸～ 5寸用 L=1827mm

L=1829mm

■標準役物　SGLカラー（タフ）は板厚0.35mm、SGLフッソは板厚0.4mm

3. 標準役物

鋼製下地      　　　　Ｂ　（棟用）　ＫＪＢ

L=1829mm

切り取り、加工して使用し
てください。

•受注生産品は発注数量ならびに納期についてご相談ください。•お客様の場合によるキャンセルまたは明細変更は、受注生産の為お受けできない場合があります。受注生産

剣先C　KSC

有効寸法 全長寸法

寸法
（mm）

1800 2000
900 1110
455 665

1800タイプ 910タイプ 455タイプ
（受注生産）

有効換気面積 338.4cm2/本 169.2cm2/本 84.6cm2/本
有効天井面積 54.1m2/本 27.0m2/本 13.5m2/本

■ 製品仕様

受注生産受注生産

受注生産

受注生産

受注生産 受注生産

受注生産

受注生産

L=1827mmL=1827mm ※図は右用です（DKTR）
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52
10

20

130
25

18
85

19

20

31
60

10424

18

137

428

362

12
約 54

15
55

12
約 54

15
55

80

61
120

420

35515
55

16

103200

150

30

46

105

20
24

570 103

120

18
24

換気棟Ｂ　ＫＮＢ：Ｌ＝１８００
　　　　　ＫＮＭ：Ｌ＝９１０
　　　　　ＫＮＳ：Ｌ＝４５５（受注生産）
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φ
4

45

φ
4

25
25

φ
4.
8

914

1829

■現場手配部材

■標準役物

のこぎり 金切鋏 つかみ鋏 金槌 充電ドライバー

チョークライン 曲尺 巻尺 色鉛筆 水準器

過負荷漏電遮断器付コード　 コーキングガン 電気コード 安全めがね

4. 施工工具

ルーフィング 笠木（推奨） 桟木（推奨） コーススレッド シーリング材

ARK04S適合品
木下地の選定：AAC処理品
サイズ：18～24×105mm

木下地の選定：AAC処理品
サイズ：30×40～45mm

材 質：スチール
サイズ： 5×90mm 材質：変成シリコーン

コイル　ＳＣ 平板　P パッキンテープ　922 ケミカル面戸　CM

サイズ：914W×10M サイズ：914W×1829mm
材 質：発泡ポリエチレン
サイズ：10mm×15mm×2M

材 質：EPDM
サイズ：20mm×30mm×2M

TFビス（重ね葺き用）８Ｃ４ TFビス（葺き替え用）８Ｃ５ TBカラー　８６３ 保持力判定金具（HKC） 補修塗料（マニキュアタイプ）

材質表記：スチール
表面処理：クロメートメッキ
4φ×45L

材質表記：スチール
表面処理：クロメートメッキ
4φ×25L 内容量=15ml

材 質：SUS410
パッキン：シリコンゴム
表面処理：ダクロメッキ
4.8φ×25L 小型段ボール梱包

雪止め金具（ステンレス製）ＵＫ

（温暖地仕様）
板厚：足：1.2t・羽根：2t
L=215mm
※積雪地仕様はお問い合わせください

140

15
50
10

205
10

50

注意！ ●シーリングはJIS A 5758合格品とし、プライマー選定は対応品としてください。

10
15両面テープ 20

30

914
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5. 既設屋根の調査

既設屋根の確認
エテルナ・リファーナは、化粧スレート板・シングル葺等の重ね葺きに適しています。
その他、雨樋に亀裂がある場合等は交換をお勧めします。

屋 根 の 状 態
漏水がある場合事前に対策を立案してください。
（1）既設屋根以外のトップライト廻りや壁面からの漏水は、事前に止水処理が必要です。
（2）既設シーリングに亀裂や劣化がある場合、補修してください。

既設屋根材にずれ、割れがある時、補修する場合があります。

着工前屋根面の健全性確認

目視でたるき間に沈みがないことを確認します。目視で垂木間に変形や沈み込みなど不陸がある場合は不陸調整を行ってください。
歩行して屋根面に沈みが感じないか確認します。
湿気のこもり易い北面側やキッチン、浴室等に該当する屋根面は特に注視してください。
また、野地板に対するビスの保持力を必ず確認してください。ビス固定ピッチを考慮してください。

屋根寸法の確認

屋根勾配、流れ長さを確認し屋根材本体の数量や部材数量を拾い出します。

屋根上器物の確認

既設屋根上にテレビアンテナ・温水器等を確認し、リフォーム前に一時撤去が必要となる場合があります。
復旧の際は固定用の番線は新しい物に取りかえてください。（もらいさび対策）
既設屋根用スレートの解体、破砕などを行う場合は、石綿障害予防規則に従って作業を行ってください。
なお、関連法規や工事の届け出、廃棄物の処理方法などにつきまして不明な場合は、所轄する労働基準監督署や自治体の担当窓
口へご相談ください。

認
確
場
現

グ
ン
リ
ア
ヒ
へ
様
主
施
お

断
診
板
地
野
・
根
屋

認
確
の
板
地
野
前
工
着

し
出
い
拾
量
数

り
積
見
お

画
計
工
施

このマニュアルは既設屋根の上に直接施工する工法を示します。既設屋根の状態が重要です。
その上で適切な工法を選択してください。

！ 注意
既設屋根に上がる際は、足場や落下防止対策を実施し、安全を確保し作業を行ってください。
労働安全衛生規則第518条
高さが2メートル以上の箇所（作業床の端、開口部等を除く）で作業を行う場合において墜落により労働者に危険を
及ぼすおそれのあるときは、足場を組み立てる等の方法により作業床を設けなければならない。
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固定ビスの保持力確認

判断基準

保持力判断金具 金具が破断した場合

900Nタイプ

550Nタイプ

NG
野地板の補強が必要

固定ビスの保持力確認試験の資料がありますので、ご確認ください。

マーキング
マーキング側に
ビスを打つ

くぎ抜き又は
バールで引き抜く

ピッチ455にて固定
棟端部は300以下の固定を推奨

固定ビスの保持力確認試験表記入

屋根・野地板診断チェックシート記
入及び写真添付

ピッチ250にて固定
棟端部は227以下の固定を推奨

試験終了後の処置
●ビス・判断金具を既存屋根から取り外す。
●シーリング材をビスの穴の中まで充填する。
●取り外したビスを再度取り付けて、処置が完了する。

ビスが抜ける

金属破断

金属破断

ビスが抜ける

保持力判定金具 判　別 素　材
900Nタイプ 緑マーカー SUS 0.6
550Nタイプ 青マーカー SUS 0.4

※既存屋根材の割れ防止として、バール支点部には合板
等を敷いてください。

※詳細は引き抜きキット内の資料を確認ください。
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6-2 積雪基準
●積雪対応深度
積雪量：200cm以下の地域まで使用可能とする。（地域及び深度は、各地方自治体で規定された値を用いる。）
①納まり（使用部材）について
積雪地域では、基本的には本体つかみ込み加工による納まりとする。
②雪止め金具の設置
雪止め金具設置についてはP.40参照のうえ、適切な数量を決定してください。
③その他
スガ漏れ対策として、軒先より2m以下は防水紙の重ね寸法を大きくし、防水対策を行ってください。

6-1 流れ長さ基準
屋根勾配 2.5/10～３/10 3.5/10～4/10 4.5/10以上
流れ長さ ７m以下 １３m以下 ２０m以下

項 目 条件
屋 根 高 さ 地上13mまで
基 準 風 速 40m/秒以下の地域
地 表 面 粗 度 区 分 Ⅲ
屋 根 勾 配 2寸5分以上
野 地 板 厚さ12mm以上の構造用合板
屋 根 材 固 定 間 隔 455mm以下

上記範囲以外の場合は別途ご相談願います。

6. 適用条件

化粧スレート板・シングル葺きで施工されている屋根に適用できます。
重ね葺き工法は既設野地板に固定する工法です。既設野地板に問題ないか総合的に判断して施工してください。
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7. 改修屋根施工

7-1 施工手順

清掃・補修・塗装

工事自主点検

主棟の取付け

既設屋根の確認

搬入資材の確認

既設棟包みの撤去（ドーマ部含む）

軒先水切（改修用）の取付け

下地の取付け

ルーフィングの施工

屋根材の墨出し

屋根材の取付け

ケミカル面戸の取付け

けらば水切の取付け

けらば水切

屋根材の取付け

捨板60の取付け

けらばカバー

けらば部 隅棟部 谷部

けらばカバーの取付け

パッキンテープの取付け

屋根材の断熱材カット

段付けらば唐草の取付け

段付けらば

段付けらばの取付け

屋根材の取付け

下地の取付け

屋根材の取付け

パッキンテープの取付け

屋根材の斜めカット

屋根材の隅切り

下り棟捨板の取付け

隅棟包み

隅棟包みの取付け

ケミカル面戸・シーリングの施工

屋根材の取付け

屋根材の隅切り

屋根材の斜めカット

下り棟捨板の取付け

差棟カバー

差棟カバーの取付け

小口水切の取付け

屋根材の取付け

屋根材の斜めカット

本谷の取付け

保持力判定金具による固定ビスの強度確認

〈屋根・野地板診断〉〈元請作業〉

〈施工記録〉

〈施工記録〉

〈施工記録〉

〉〈ドーマ部・トップライト部等は個別に施工記録を作成
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7-2 屋根下地
（改修屋根下地　化粧スレート板重ね葺き工法の場合）
1. 屋根勾配は指定勾配以上あるか確認してください。
勾配がない場合は指定勾配（2寸5分)以上に下地を調整してください。

2. 既存の棟包みと隅棟包み及び下地材をすべて取り除いてください。

3. 既存屋根の上にルーフィングを敷いてください。

4. 以下「各部の納まり」をご覧になって適切に行ってください。

軒先部

正面雨押え部 側面雨押え部

主棟部/隅棟部

けらばカバー納まり けらば水切納まりけらば部 けらば部

鼻隠し

軒先水切A
（N1A）

金属たるき

野地板 新設下葺材

既存役物

既存屋根

既存下葺材

たるき

桟木：30×40～45

新設下葺材

既存雨押え

既存下葺材

野地板

野地板 既存屋根

桟木：30×40～45

雨押え（AOB）

既存雨押え

既存下葺材

新設下葺材

新設下葺材
野地板

破風板

既存屋根

既存役物

既存下葺材
桟木
（30×40～45）

たるき

新設下葺材
野地板

破風板

既存屋根

既存役物

既存下葺材

桟木
（15～18×40～45）

たるき

金属たるき

新設下葺材

野地板

既存下葺材

横桟
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7-3 ルーフィングの施工

注意！
●エテルナ・リファーナの防水設計は、屋根材などによる一次防水とルーフィングなどによる二次防水とで、雨水の
浸入を防ぐ形としております。
●ルーフィングの施工後、天候の悪い日（台風 ･大雨等）には、ルーフィングの上に防水シートをかける等の養生を
お願いします。

隅棟部

一般部

谷 部

けらば部 棟部

壁取合い部

200以上

流れ
方向

①先増し張り下葺き材
1000mm

100以
上

250mm

③

②

④

⑤④

②

③

①

①

250mm
以上

250mm
以上

250mm
以上

250mm
以上

隅棟芯

谷芯

①②交互に張る
③④交互に張る

①棟をまたぎ張る
②棟をまたぎ張る
③増し張りする場合

①先増し張り
②③交互に張る
④⑤交互に張る

流れ方向

流れ
方向

流れ
方向

流れ
方向

流れ
方向

流れ方向

流れ
方向

棟芯

250mm

③増し張りする場合
1000mm程度

②①

JWMA(一社）日本防水材料協会、アスファルト防水協会発行の屋根ルー
フィング施工要領に従い施工を行います。
基本的な施工手順は、①の谷部に1000mm程度の屋根ルーフィングで
先に増し張り（先張り）を行い、②→③→④のように一定方向に張り、2段
目以降も同様に一定方向で回りながら張ります。

一定方向に回りながら張ります

7

1

13

12 6

11

5
10

49

3

2 8
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ルーフィング
● 改質アスファルトルーフィング ARK04S してください。

注意！

禁止

●塗膜の飛散、平板スレート板ではセメント屑と共にアスベストの飛散が報告されております。

●高圧洗浄機による洗浄は避けてください。
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平行を確認 1段目参考値

棟芯

横墨線

芯
隅

芯
隅線

墨
縦

墨
付
割

7-4 割付・屋根材の施工
（1）割付例

一文字葺き 階段葺き300mm以上
離す

リファーナのみ対応エテルナ・リファーナ対応

（2）墨出し

棟芯、隅棟芯・谷芯にも墨出しをしてください。

（3）屋根材の施工

左から右に施工します。

嵌合部をジョイントさせ、割付墨までいっぱいに
押し込み、有効長さになるまで右方向へ寄せます。

TFビスで455mm以下の間隔で本体を固定し
ます。

注）押し込みは、必ず手で行ってください。

332m
m（1段

目参考
値）

軒先水切A
の場合

362m
m（1段

目参考
値）

軒先水切SB
の場合

屋根材

60mm程度

60mm程度端部の折り曲げを
嵌めてスライドさせる

＠455mm以下
＠455mm以下

＠455mm以下

＠455mm以下

①

②

横墨は軒先先端と平行を確認して墨をつけ、屋根材の平行を確認し、
施工してください。

！

！

禁止　
屋根材や部材の切断時に丸のこ及びサンダー等は
切粉がとぶため使用禁止です。

禁止　
横ジョイント部を踏まないでください。



軒先水切A
）A1N（）用修改（

455mm以下

TFビス

455mm以下

軒先水切（改修用）
（N1A）

既存軒先水切

19

7-5 軒先水切の施工
（1）軒先水切（改修用）の取付け

1

3

（2）軒先水切（改修用）の加工

縦継ぎ部は、図のように水切立上げ部を
50mm以上の切断加工を施して、取付けます。

シーリングが、外にあふれないよう注意してくだ
さい。

施工上のポイント

化粧スレート軒先部
にひっかけ、奥まで差込みます。

軒先水切（改修用）
（A1N）

TFビス

シーリング
（現場手配）

重ね
50mm以上

2

50mm以上

切断加工

軒先水切は、TFビス
で折曲げ部近傍に、
455mm以下のピッ
チにて固定してくだ
さい。

TFビス固定位置



150mm以下

軒先水切A
）A1N（）用修改（

150mm以下

軒先水切（改修用）
（N1A）
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7-6 軒先水切の施工
（当て板使用の場合）

　　

（1）軒先水切当て板の取付け

シーリンングを施した当て板を取付け、図のよ
うに軒先水切（改修用）を取付けます。

2

3

（2）軒先水切（改修用）の取付け

（3）軒先水切のジョイント部の両端部から150mm
　　  以下で固定してください。

当て板の中央部分に軒先水切を取り付けます。
（当て板は左右均等になるよう注意してください。）

シーリングが、外にあふれないよう注意してくだ
さい。

施工上のポイント

軒先水切は、TFビス
で折曲げ部近傍に、
455mm以下のピッ
チにて固定してくだ
さい。

既存軒先水切

　　軒先水切（改修用）
（N1A）

軒先水切当て板
（AN1A）

シーリング（現場手配）

1

TFビス固定位置
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軒先水切を加工する場合
（1）桟木の取付け

軒先水切（改修用）を図の寸法に、折り曲げ・切
断加工を行います。

桟木（30×40～45）を取付けます。

（2）捨谷60の取付け

捨谷60をビスで固定します。

7-7 けらばカバーの納め

（3）本体の取付け

図のように断熱材を100mm程度除去して本体
を取付けます。

既設
けらば唐草

既設屋根材

ルーフィング
（現場手配）

軒先水切
）A1N（）用修改（

桟木
（現場手配）

コーススレッド
（現場手配）

2

3

1

4

（4）パッキンテープ（10×15）の取付け

屋根材は一段ごとにパッキンテープを貼り付けま
す。パッキンテープの重なりは50mm以上とし
てください。

断熱材除去
100mm程度

60mm

パッキンテープ（10×15）
屋根材

TFビス

パッキンテープ

50mm以上 隙間なく施工

捨谷 60
（526）

折り曲げ加工
（現場加工）

本体

断熱材除去

パッキンテープ
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（5）けらばカバー125の取付け

屋根材固定後、けらばカバーを取付けてください。

（6）けらばキャップの加工・取付け

けらばキャップを下図のように加工してTBカ
ラーで取付けてください。

折り曲げ加工

左右いずれかの不要側を切り取り、折り
曲げ加工を行い使用してください。

けらばキャップ（KCB）
左加工

5

6

455mm以下

455mm以下

けらばカバー125
（KTB）

32mm

75mm

64mm

32mm

固定ビス位置



80mm以上カット　

木下地
（現場手配）

既設
けらば唐草

ビス固定禁止
既設屋根材

ルーフィング
（現場手配）

軒先水切
（改修用）

コーススレッド
（現場手配）

ケミカル面戸
（CM）

折り曲げ加工
（現場加工）
〈施工記録〉

けらば水切
（KM）

TBカラー
＠455mm以下
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軒先水切を加工する場合
（1-1）桟木の取付

軒先水切（改修用）を図の寸法に、折り曲げ・切
断加工を行います。

木下地（15～18×40～45）を取付けます。

（2）けらば水切の取付け

けらば水切りをTBカラーを用いて455mm以
下の間隔で固定します。

（3）ケミカル面戸の取付け

ケミカル面戸をけらば水切に押し当てて取付け
ます。

7-8 けらば水切の納め

2

ケミカル面戸

けらば水切に押し当ててください

3

けらば水切の加工

！ 注意 軒先水切の60mmカット部はビス固定禁止。

80mm以上カット　

木下地
（現場手配）

既設
けらば唐草

ビス固定禁止
既設屋根材

ルーフィング
（現場手配）

軒先水切
（改修用）

コーススレッド
（現場手配）

軒先水切当て板

1-2軒先水切当て板を取付ける場合
（1-2）軒先水切当て板の取付け

シーリングを施した当て板を取付け、その上に軒
先水切を取付けます。

桟木の取付けは 1 と同様です。

1-1

TBカラー位置

切断加工

折り曲げ加工

折り曲げ加工



本体

折り曲げ加工
（現場加工）
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（4）本体の取付け

ケミカル面戸に本体端部をしっかり押当て、本
体を固定してください。

捨谷部分には固定しないでください。

断熱材除去
100mm 本体

本体はしっかり
ケミカル面戸に押し当てる

TFビス

80mm

4



段付けらば
（DKT・R）

TFビス

断熱材
130mm除去

本体
15mm

段付けらば唐草
（DKN）

TFビス
ビス頭シーリング

軒先水切
（改修用）
軒先水切当て板 70mm
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7-9 段付けらばの納め
（1）段付けらば唐草の取付け

軒先水切（改修用）を図の寸法に折り曲げ加工を
行います。

段付けらば唐草の 上面からTFビスにて
455mm以下で固定します。

（2）本体の取付け

本体は段付けらば唐草の端より15mm短い寸
法とし、本体裏面の断熱材は130mm除去して
ください。

本体の固定は、段付けらば唐草の位置に注意し
てください。

（3）段付けらばの取付け

段付けらばをけらば唐草に合わせて差し込みま
す。

段付けらばのツメをけらば唐草の折り下げ部に
つかみ込みます。

さだくてけ付取、し返りくを程工の）3（）2（降以
い。

1

2

3

ケミカル面戸付
段付けらば

つかみ込む

断熱材を除去



下り棟捨板
（313）

軒先水切（改修用）
（N1A）

137mm
137mm線

出
墨

線
出
墨

芯
棟
隅

210mm

210mm

210mm以
上

カット

210mm以
上

カット
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7-10 下り棟の納め
〈鋼製下地の場合〉
［棟包み］

（1）隅棟ラインの墨出し

隅棟芯より、137ｍｍずつ離した位置に墨出し
をしてください。

（2）下り棟捨板の取付け

墨出し線に合わせ下り棟捨板を取付けます。

1

2

押切機

4

押切機を使用すると、作業を大幅に軽減できます。
施工上のポイント

（4）屋根材の加工

墨出しラインに合わせ、板金鋏で屋根材を斜め
切断してください。

禁止　
屋根材や部材の切断時に丸のこ及びサンダー等は
切粉がとぶため使用禁止です。

3（3）下り棟捨板の縦継ぎ

縦継ぎは、１００ｍｍ以上重ねてください。

重なり部は、２列に分けてシーリングをしてくだ
さい。

重なり部は一度折り返し部を立上げ、重ねた後
に戻してください。

10
0m
m以
上

シーリング
(現場手配）

折り返し立上げ

！



剣先C
（KSC）

本体

TBカラーTBカラー

コーススレッド

鋼製下地（標準）
（KSJ）

70mm程度

パッキンテープ
（922）

50mm以上重ねる

パッキンテープ
（922）

本体
TFビス

隅切り加工
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（6）パッキンテープ（10×15）の貼付け

本体は一段ごとにパッキンテープを貼付けます。

パッキンテープの重なりは50mm以上としてく
ださい。

6

（5）本体の加工・取付け

墨出しラインに合わせ、板金鋏で屋根材を斜め
切断してください。本体は、右図のように隅棟
部に取付けてください。

隅切り加工

嵌合部奥の横走りによ
る雨水を屋根面に排出
させるための加工です。

5

隅切り加工
（20mm程度）

（8）剣先の取付け

軒先キャップをセットした剣先Cを軒先唐草、鋼
製下地の先端に合わせ取付けます。

TBカラーで、4箇所を固定してください。

8

（7）鋼製下地の取付け

鋼製下地をコーススレッドで、内側と外側を交互
に一段置きに固定します。

コーススレッド
（5×65）
（一段置き固定）

コーススレッド
（5×65）
（一段置き固定）
本体

鋼製下地

パッキンテープ
コーススレッド
（5×65）
（一段置き固定）

7



棟包みC（MAC）

剣先C
（KSC）

シーリング（現場手配）

28

（9）棟包みの取付け

TBカラーで、４５５ｍｍ以下の間隔で固定しま
す。（シーリング処理の必要はありません。）

縦継ぎは、１００ｍｍ以上重ねます。

重なり部は、２列に分けてシーリングをしてくだ
さい。

9



棟包みC（MAC）

剣先C
（KSC）

シーリング（現場手配）

剣先C
（KSC）

本体

TBカラーTBカラー

桟木
（現場手配）　

コーススレッド
（現場手配）　

70mm程度

パッキンテープ
（922）

50mm以上重ねる

パッキンテープ
（922）
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3（3）剣先の取付け

軒先キャップをセットした剣先Cを軒先唐草、桟
木の先端に合わせ取付けます。

TBカラーで、4箇所を固定してください。

（4）棟包みの取付け

TBカラーで、４５５ｍｍ以下の間隔で固定しま
す。（シーリング処理の必要はありません。）

縦継ぎは、１００ｍｍ以上重ねます。

重なり部は、２列に分けてシーリングをしてくだ
さい。

4

2（2）桟木の取付け
棟包みのサイズに合わせ固定します。
長さ90mm以上のコーススレッド等を用い、
全段に固定します。
コーススレッドはパッキンテープと棟芯の間
に止めてください。パッキンテープの外側にコー
ススレッドを止めないでください。

1

（1）パッキンテープ（10×15）の貼付け

本体は一段ごとにパッキンテープを貼付けます。

パッキンテープの重なりは50mm以上としてく
ださい。 パッキンテープ

50mm以上 隙間なく施工

7-11 下り棟の納め
木下地の場合
［棟包み］



TFビス

差棟カバー
（SKA）

シーリング（現場手配）

ケミカル面戸
（CM）

本体

下り棟捨板

屋根本体と隅棟芯を
中心に15mm離し
た位置に合わせる。

15mm
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7-12 下り棟の納め
［差棟カバー］

（1）下り棟捨板の取付け

墨出し線に合わせ下り棟捨板を取付けます。

（2）屋根材・ケミカル面戸の取付け

本体は隅棟芯を中心に15mm離して、TFビス
にて取付けます。

本体は棟まで取付け
ます。

隅棟芯に本体1段分
のケミカル面戸を挿入
します。

本体端部にシーリングを
施します。

（3）差棟カバーの取付け

差棟カバーを軒先から本体嵌合部の奥まで差し
込みます。

（4）差棟カバーの仕上げ

①差棟カバーをTFビスで、下穴箇所へ固定して
ください。

②差棟カバーをTF
ビスにて固 定
後、2段目のケ
ミカル面戸を取
付けます。

③本体端部にシーリングを施します。

①～③の工程をくり返し、1段ごとに取付けてく
ださい。

1

2

3

4

！ 注意　
差棟カバーは、異なる面左右の屋根勾配が合わ
ないと施工できません。

ケミカル面戸

差棟カバー
TFビス

隅切り加工
（20mm程度）
〈現場手配〉



折り曲げ加工

本体

）AIN（）用修改（切水先軒

本谷（HT）

シーリング
（現場手配）

10
0m
m

本谷（HT）

7-13 谷の納め
（1）本谷の取付け

1

（2）本谷の縦継ぎ

縦継ぎは、１００ｍｍ以上重ねてください。

重なり部は、２列に分けてシーリングをしてくだ
さい。

重なり部は一度折り返し部を立上げ、重ねた後
に戻してください。

2

（3）本谷の棟加工

棟芯に合わせ、つかみ鋏で25ｍｍ程度立上げ
ます。

底面に、レインバリアとしてパッキンテープ（1０×
15程度）を重ねて貼付けてください。

3

4

15mm

（4）本体の取付け

本体

本谷

断熱材は本谷の
手前で除去してください。

折り曲げ加工

折り曲げ

25mmこの部分は
カット

150mm
程度
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本谷（HT）

立上げ加工

パッキンテープ（922）
パッキンは立上がり部
にくっつける



本谷（HT）

本体

棟芯

パッキンテープ（922）

本体

カラーねじ
（現場手配）

谷キャップ
（TC）
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（6）本谷の棟部取付け

本体を棟芯に沿って取付けます。

5（5）谷キャップの取付け
谷キャップの軒先は、小口加工します。

本体の全段に、カラーねじ（φ４×１3：現場手配）で固定
してください。

6

注意　
谷見切り固定の際、ネジで本谷まで固定しないで
ください。
雨漏れの原因になります。

！

切り込む

内側へ曲げて
　部をはさみ込む

内側へ曲げて
つぶす

内側へ
直角に曲げるAA



100
mm
以上

TBカラー

455
mm以

下 4
55m
m以
下

棟包みC（MAC）

シーリング（現場手配）

コーススレッド
（現場手配）

鋼製下地（KSJ）
防腐処理を施した
木下地でも可能（ ）

パッキンテープ
（922）

20mm
程度

TFビス

高さ調整のため桟木・
バックアップ材等を使用
（現場手配）

130mm以上
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7-14 棟の納め
（1）本体の取付け

本体の棟芯からの寸法に
より、高さを調整してください。

130mm以下…調整なし
130mm以上…棟芯近くが嵌合部と同じ位の寸

法になるよう調整してください。

（3）鋼製下地の取付け

鋼製下地をコーススレッド（5×65）で、一段置
きに固定します。
（木下地（防腐処理品）での施工も可能）

（2）パッキンテープ（10×15）の貼付け

パッキンを屋根に貼り、鋼製下地を合わせて取
付けます。

1

（4）棟包みの取付け

TBカラーで、４５５ｍｍ以下の間隔で固定しま
す。

縦継ぎは、１００ｍｍ以上重ねます。

重なり部は、２列に分けてシーリングをしてくだ
さい。

3

4

2



けらばカバー（KTB）

シーリング（現場手配）
棟巴（MT1）キャップ

棟包みC（MAC）

鋼製下地（KSJ）
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（5）けらばとの取合い（切妻の場合）

棟巴を加工して、けらばカバーに取付けます。

シーリングを施して、棟包みを取付けます。

5

棟芯に合わせて
カットしてください。

棟巴



シーリング（現場手配）

三ツ又-1

シーリング
（現場手配）

勾配合わせ折り曲げ

鋼製下地 現場合わせ後、重ね合わせの
ための逃がし加工

三ツ又-2勾配合わせの折り曲げ

シーリング
（現場手配）

現場合わせ後、重ね合わせの
ための逃がし加工

三ツ又‐3（主棟）

シーリング（現場手配）

現場合わせ後、重ね合わせの
ための逃がし加工
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（2）三ツ又―２（現場加工）の取付け

勾配に合わせ折曲げ、もう一方の隅棟に
取付けてください。

（4）仕上げ

三ツ又継ぎ部には、シーリングを改めて
行ってください。

マスキングテープ等を用いてきれいに仕
上げてください。

（1）三ツ又―１（現場加工）の取付け

勾配に合わせ折曲げ、隅棟に取付けてく
ださい。

（3）三ツ又―３（現場加工）の取付け

勾配に合わせ折曲げ、主棟に取付けてく
ださい。

7-15 三ツ又の納め
（現場加工）

1

2

4

3



コーススレッド
（現場手配）

本体

桟木（現場手配）

既存雨押え

ルーフィング（現場手配）

100mm
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7-16 壁との取合い
［桁方向］

（1）本体の立上げ加工

桟木（30×40～ 45）を取付けるため、取付け
位置に合わせ下地を調整し、20mm程度本体の
立上げ加工を行います。

（2）雨押えの取付け

壁面と桟木に合わせ、雨押えを取付けます。

TBカラーを455mm以下の間隔で固定します。

重なり部は2列に分けてシーリングしてください。

1

雨押えB TBカラー2

455
mm以

内
455
mm以

内

455
mm以

内 4
5mm
5以内

雨押えB
（AOB）

TBカラー



ルーフィング
（現場手配）

桟木
（現場手配）

ケミカル面戸
（CM）

けらば水切（KH）

シーリング
（現場手配）

立上げ加工

本体

立上げ

雨押えB（AOB）
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7-17 壁との取合い
［けらばとの取合い］

（1）けらば水切・
ケミカル面戸の取付け

けらば水切を固定し、ケミカル面戸を図のように
押し当てて取付けます。

側面については、壁との取合い状態により異なり
ますので、防水性を考慮して加工してください。

けらば水切・ケミカル面戸の納めはP.25を参照
してください。

（3） 雨押えの加工

端部の側面は、けらば水切面まで折り曲げ収め
ます。

必要箇所にシーリングをしてください。

（2） 本体の取付け

ケミカル面戸に本体端部をしっかり押し当て、本
体を固定してください。

1

2

3



パッキンテープ

本体を
切り欠き加工

捨谷60

100mm
程度

＠4
55m
m

既設雨押え

桟木（現場手配）

100mm100mm

ルーフィング
立上げ

ルーフィング（現場手配）

流れ方向
100

桟木
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7-18 壁との取合い
［流れ方向　出隅・入隅］

（2）本体の加工

出隅部の本体は図のように立ち上げ加工を行
い、本体を取付けます。

捨谷60を取付ける部分は、前もって嵌合部を
つぶしてください。

（4）パッキンテープの貼付け

本体は一段ごとにパッキンテープを貼付けます。

パッキンテープの重なりは50mm以上としてく
ださい。

（1）桟木の取付け

壁面から100mmの位置に桟木（30×40～
45）を図のように取付けます。長さ65mm以上
のコーススレッド等を用いて、455mm以下の間
隔にて固定してください。

（3）捨谷60、本体の加工・取付け

本体を図のように加工して取付けてください。

本体

屋根材を
立上げ加工

嵌合部をつぶす

捨谷60取付前に
シーリング（現場手配）

1

2

3

4

パッキンテープ

隙間なく施工

捨谷幅に合わせて
断熱材を除去

捨谷を屋根上
に出すため、
折り返し部を加工



桟木
（現場手配）

捨谷60（526）

流れ方向

（壁：流れ面） （壁：桁面）

桟木
（現場手配）

ルーフィング
立上げ

下葺材

シーリング
（現場手配）

本体

立上げ加工立上げ加工

100mm
100mm

雨押えB（AOB）
TBカラー

シーリング（現場手配）

流れ方向

シーリング
（現場手配）

（壁：流れ面）（壁：桁面）

455mm以内 455mm以内455mm以内

流れ方向

455mm以内

シーリング
（現場手配）

TBカラー

雨押えB
（AOB）

シーリング（現場手配）

シーリング
（現場手配）
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出隅

（5）雨押えB（桁方向）の取付け

桁方向の雨押えを図のように取付けます。

TBカラーで455mm以内で固定します。

（6）雨押えB（流れ方向）の取付け

雨押え（流れ方向）を加工し、取付けます。

重ね部は浮きが無いように、TBカラーで固定し
てください。

※水切カバーの施工はP.41参照。

6

入隅

（7）入隅部桟木の取付け

流れ方向・桁方向の桟木（30×40 ～ 45）を
コーススレッド等を用いて455mm以下の間隔
で取付けます。

本体は図のように立上げ加工を行い取付けま
す。

7

（8）流れ方向の入隅加工

雨押えの棟側端部は、４０ｍｍ立上げます。

立上げライン、雨押えB（桁）との重なり部にシー
リングをしてください。

8

5



（壁：流れ面） （壁：桁面）

流れ方向

シーリング
（現場手配）

雨押えB（AOB）

TBカラー
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（9）桁方向の入隅加工

雨押えB（桁）を斜め加工し、取付けます。

重ね部は、浮きがないように、TBカラーで固定し
てください。

重ね部が浮くようであれば、固定ビス又は釘で固
定してください。

施工上のポイント

9
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２重防水ラインを形成します。

施工上のポイント

1

2

7-19壁との取合い
［水切カバーの取付け］

（1）雨押えの取付け

既設壁面には三角シーリングをしてください。

（2）水切カバーの取付け

雨押えBの上部より水切カバーを取付けてくださ
い。

既設壁面へ、カラーねじ（現場手配）を４５５ｍｍ
以下の間隔で固定します。

水切カバーのシーリング部分の底面には、ボンド
ブレーカーまたはバッカーを入れ、2面接着とな
るようにしてください。

既設壁面にはマスキングテープ等で養生等を
行った上で、シーリングをしてください。

シーリング
（現場手配）

水切カバー

カラーねじ（現場手配）
@455mm以下

ボンドブレーカー
またはバッカー

雨押え

シーリング
（現場手配）

雨押え



当て板（現場加工）

シーリング
（現場手配）

15mm
程度

175
0mm

捨て水切
（KNB）

　折り曲げ加工

ルーフィング
（現場手配）

175
0m
m

30m
m

通気孔
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7-20 換気棟Bの納め
（1）棟芯の換気口配置

換気棟の取付け位置を確認
し、野地板・ルーフィングを図のように切り欠い
て通気孔を設けてください。

1

（3）本体材の取付け

本体を捨て水切に合わせ、図のように立ち上げ
てください。

角部には共板にて当て板を取付けて、周囲に
シーリングを行います。

3

15

本体10

構造用合板12mm
平板スレート12mm

（4）鋼製下地の取付け

換気口上部を外し、鋼製下地を取付けます。

（2）捨て水切の取付け

換気棟セット（KNB）の捨て水切を図のように折
り曲げ加工をし、取付けます。

2

4

シーリング



換気見切り

70mm

70mm
棟包みB（MB）

附属品
防水パッキン
（3×30）

シーリング
（現場手配）

換気棟B
（KNB）

附属品
防水パッキン
（3×30)

棟包みB

シーリング
（現場手配）
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（5）棟包みB・換気棟Bの取付け

棟包みを施工後、換気棟を取付けます。

付属のビス（φ3.8×65）で、固定してください。

縦継ぎは70mm程度重ねます。

重なり部は図のように附属品防水パッキンとシー
リングを施してください。

5

施工上の注意！
●隅棟・降り棟には使用できません。

●換気棟を踏みつけたり、座らないでくだ
さい。破損につながり雨漏り等の原因と
なります。

●換気棟を切断しないでください。

●換気棟を分解しないでください。組み直
すとズレ等で雨漏りの原因となります。

●施工完了後 アンテナ等を設置する場合、
釘（ビス）等を換気棟に打ち付けないでく
ださい。破損、雨漏りの原因となります。

●後工事をする場合は、必ず養生してくだ
さい。ほこり等により通気機能が損なわ
れます。

1800タイプ 910タイプ 455タイプ

有効換気面積 338.4cm2/本 169.2cm2/本 84.6cm2/本

有効天井面積 54.1m2/本 27.0m2/本 13.5m2/本

■ 製品仕様

（6）換気棟Bの連結

換気棟B同士を重ねることができません。

連結させる場合、棟包みBを用いていジョイント
下地を設置してください。

6
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7-21 雪止め金具の取付け
注意事項
○流れ方向の取付間隔は、使用条件に基づいて決定してください。誤った間隔にて取付けますと雪止め金具および本体を破損する恐れ
があります。
○降雪前および融雪後には点検確認・保守管理を十分に行ってください。

許 容 荷 重 600N

屋根勾配 3寸 3.5寸 4寸 4.5寸

量
雪
積

30cm 0.36 0.43 0.49 0.55

50cm 0.60 0.71 0.82 0.91

80cm 0.96 1.13 1.30 1.46

100cm 1.20 1.42 1.63 1.82

屋根面積1m2当りの雪止め金具必要数量

屋根勾配 3寸 3.5寸 4寸 4.5寸

量
雪
積

30cm 6.1 5.1 4.5 4.0

50cm 3.6 3.1 2.7 2.4

80cm 2.2 1.9 1.6 1.5

100cm 1.8 1.5 1.3 1.2

雪止め金具1段当りの最大流れ長さ
●取付間隔455mm

屋根勾配 3寸 3.5寸 4寸 4.5寸

量
雪
積

30cm 3.0 3.8 3.3 3.0

50cm 1.8 2.3 2.0 1.8

80cm 1.1 1.4 1.2 1.1

100cm 0.9 1.1 1.0 0.9

●取付間隔606mm

本体の施工と同時に雪止め金具を取付けていきます。
（TFビスで3ヶ所固定してください。）

「雪止め金具の配置計算」

L=
D × W × γ ×（sin θ － μ  cos θ）

F

： 雪の単位質量　30N/m2・cm
： 雪止め金具許容荷重
： 鋼板の静止摩擦係数　0.05
： 桁方向取付け間隔（m）
： 屋根勾配角度
： 積雪深度（cm）
： 最大流れ長さ

γ
F
μ
W
θ
D
L

910 又は 606

千鳥張りを推奨
直列でも対応可能

推奨：千鳥張り 直列張りも可

455 又は 303 455 又は 303
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TFビス TBカラー

寸法 4φ×45L 4φ×25L 4.8φ×25L

材質 SHCH18A
（冷間圧延用炭素鋼線）

SUS410
パッキン：シリコンゴム

表面硬度（Hv） 600以上 550以上

表面処理 クロメートメッキ ダクロメッキ

頭部形状 平頭

パッキンテープ ケミカル面戸 TBカラー首下パッキン

材質 ポリエチレン発泡品 EPDM※ シリコーンゴム

引っ張り強さ（MPc） 0.43 0.0588 7.57

伸び（％） 175 250 310

（1）ドリルビス

（2）パッキン

※エチレン・プロピレン・ターポリマー

副資材の性能

項目

項目

種類

種類
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中性洗剤

8. 点検・清掃・補修方法
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9.メンテナンス

屋根の維持管理
屋根部は日頃から紫外線や風雨にさらされる条件下にあります。
正しい方法で定期的な点検とメンテナンスを行うことが、住まいや屋根の性能を長く保つ秘訣です。

補修方法（アクリル系塗料を使用した場合の一例）
（1）タッチアップの場合

施工上の要点
①塗替え塗膜の寿命は、素地調整（浮き上がった旧塗膜、浮錆及び油脂、塩類等の除去清掃）の程度により多大の影響を受けます。
素地調整には十分留意してください。また、劣化した塗膜上への塗装は、早期剥離、発錆の原因になります。
②補修塗装は浮き上がった旧塗膜、浮き錆等を除去した後、素地の露出した部分及び仕上げの際、膜圧不足になりやすい部分に素地調整後
速やかに行ってください。
③補修塗装は、原則として刷毛塗りで行い、凸凹箇所に塗料がゆきわたるように念入りに塗り込んでください。

注意事項
①この塗料の乾燥時間は、低温になると著しく遅くなります。乾燥過程で種々の塗膜欠陥を生じるおそれがありますので、5℃以下の気温が
連続する場合は施工しないでください。
②常温乾燥型の塗料です。特にタッチアップ塗装の場合、元の部分とは耐候性に差があります。補修面積は極力少なくするようお願いします。
③塗り替え及び補修塗料については、色相により塗料メーカーが異なりますのでご注意ください。

（2）原板が露出した場合

項　目 点検項目 メンテナンス内容

屋根材
表面

腐食・さびの確認 赤さびが認められる場合は除去し指定の塗料で再塗装
端部

屋根材のズレ有無 ずれが認められた場合は補修工事

役物材
表面

腐食・さびの確認 赤さびが認められる場合は除去し指定の塗料で再塗装
端部

役物材のズレ有無 ずれが認められた場合は補修工事
役物材固定ねじ 腐食、抜けの確認 問題が認められた場合は、打ち締めもしくは増し打ち
シーリング 表面の亀裂有無確認 再施工
ルーフィング 棟部の亀裂の確認 亀裂が認められた場合は、補修メンテナンス工事の実施
雨漏りがある場合 野地板の確認 小屋裏から確認し、専門工事店で補修工事

塗料名
（塗料系）

適用シンナー 希釈率 塗装方法
標準塗布量
（g/m2/回）

塗回数
塗り重ね乾燥時間
（20℃）

素地調整 ゴミ、ホコリ、その他の付着物は、完全に除去してください。

塗装
補修塗料A

（アクリル系）
No.105 or No.580シンナー 0～10％ 筆または刷毛 100～140 1～ 2回

1時間以上
48時間以内

塗料名
（塗料系）

適用シンナー 希釈率 塗装方法
標準塗布量
（g/m2/回）

塗回数
塗り重ね乾燥時間
（20℃）

素地調整
ゴミ、ホコリ、その他の付着物は、完全に除去してください。

♯400～ 600サンドペーパーを用い軽く研磨し、錆を完全に除去してください。
研磨で発生した研ぎカスも完全に除去してください。　　　　　　　

下塗塗装
ハイポン20
テクロ

ハイポンエポキシシンナー 0～5％ 刷毛 200 1回
16時間以上
7日以内

上塗塗装
補修塗料A

（アクリル系）
No.105 or No.580シンナー 0～10％ 筆または刷毛 100～140 1～ 2回

1時間以上
48時間以内

9-1メンテナンス項目

9-2 屋根材補修塗料について

注）上記の各数値は、すべて標準のものです。施工方法、条件により、各々の多少の幅が生じることがあります。
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10. 納まり断面図集

働き幅
　25

6

働き幅
　25

6

屋根本体
裏当て材

鼻隠し

軒先水切A
（N1A）

既存役物

16 野地板
新設下葺材

既存下葺材

TFビス
（4φ×45）

TFビス
（4φ×45）

横桟

既存屋根

軒先部（軒先水切A）

横桟

　
軒先水切B（N1B）

鼻隠し

野地板 新設下葺材

TFビス

屋根本体

既存役物

既存下葺材

28

裏当て材

既存屋根

TFビス

働き幅
　25

6

働き幅
　25

6
軒先部（軒先水切B）

横桟

軒先水切SB（N1C）

鼻隠し

野地板
新設下葺材

TFビス

屋根本体

既存役物

既存下葺材

16

裏当て材

既存屋根

TFビス

働き幅
　25

6

働き幅
　25

6
軒先部（軒先水切SB）
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新設下葺材

野地板

破風板

けらばカバー125（KTB）

TBカラー

30

既存屋根

パッキンテープ（10×15）

既存役物

TBカラー

屋根本体

コーススレッド

捨谷60（526）既存下葺材
桟木（30×40̃45）

既存役物
固定釘

裏当て材

たるき

TFビス

吊子

40～45

断熱材100mm以上カットけらば（けらばカバー125）

新設下葺材

野地板

破風板

けらば水切（MR）

TBカラー

既存屋根

ケミカル面戸（CM）

既存役物

TFビス

屋根本体

吊子

既存下葺材 桟木（15̃18×40̃45）

既存役物固定釘

裏当て材

たるき

コーススレッド

18

断熱材100mm以上カット
45

けらば（けらば水切）

新設下葺材

野地板

たるき 破風板

段付けらば（DKT）TFビス
（ビス頭シーリング）

既存役物

屋根本体
パッキンテープ（段付けらばに付属）

段付けらば唐草（DKN）

既存下葺材TFビス
（ビス頭シーリング）

つかみ込む

既存役物固定釘

裏当て材

断熱材130mmカット

15

けらば（段付けらば）
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主　棟（鋼製下地）

主　棟（木下地）

鋼製下地
(KSJ)

棟包みB
（MB）

屋根本体

100

野地板

新設下葺材 既存下葺材
横桟

パッキンテープ（10×15）

裏当て材

TFビス
（4φ×45）

コーススレッド（65mm以上）
TFカラー
（4.8φ×25）

高さ調整

棟包みB
（MB）

屋根本体

100

野地板
新設下葺材 既存下葺材

横桟

パッキンテープ（10×15）

コーススレッド（現場手配）

裏当て材

TFビス
（4φ×45）

コーススレッド（65mm以上）

TFカラー
（4.8φ×25）

高さ調整
桟木（24×80）

横桟

野地板

屋根本体

棟包みB
（MB）

新設下葺材

鋼製下地
（KSJ）

既存屋根

下り棟捨板
（313）

コーススレッド（65mm以上）

TFビス
（4φ×45）

TBカラー

裏当て材

既存下葺材

100
下り棟（棟包みBによる納め）



51

新設下葺材
野地板

たるき

屋根本体

TFビス

既存屋根

既存役物

本谷（HT）

断熱材カット150mm程度

既存下葺材

TFビス

裏当て材

谷（端部加工）

換気棟B
（KNB）

屋根本体

野地板

新設下葺材
既存下葺材横桟

裏当て材

コーススレッド
（現場手配）

コーススレッド
（現場手配）

捨て水切
（KNB）

屋根本体立ち上げ（20mm程度）

100

コーススレッド（65mm以上）

TFビス
（4φ×45）

高さ調整

換気棟

(KNB)

 

新設下葺材 野地板

たるき

屋根本体

TFビス

既存屋根

既存役物

本谷（HT）

断熱材カット150mm程度

既存下葺材

TFビス
谷キャップ（TC）

TBカラー

断熱材

谷（谷キャップ）
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屋根本体

野地板
既存屋根

桟木：30×40～45

捨谷60（526）

水切カバー（NMK）

パッキンテープ（922）

雨押え（AOB）

TBカラー
既存雨押え

シーリング

既存下葺材

TBカラー

TBカラー

ボンドブレーカーまたはバッカー

裏当て材

TBカラー 新設下葺材

吊子

壁との取り合い（流れ方向）

水切カバー（NMK）

屋根本体

TFビス

たるき

桟木：30×40～45
雨押え（AOB）

コース
スレッド

TBカラー

新設下葺材

シーリング

既存雨押え

ボンドブレーカーまたはバッカー
TBカラー

TBカラー

既存下葺材

高さ調整

野地板

屋根本体立ち上げ加工

壁との取り合い（水平方向）
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